
― 市町村創造型整備の活用事例 ―

この交付金の市町村創造型整備は、二年間における漁村再生計画の策定にお
いて、約二割の活用にとどまっている状況であります。この活用は、個性的で
豊かな漁村の再生を進める上で、使いやすく極めて重要なメニューであり、今
後の漁村再生計画の策定にぜひ活かしていただきたく、現在実施されている地
域の創造を活かした主な整備事例を紹介します。

①種苗の放流
藻場形成機能を付加した防波堤の整備と併せて、サザエ、アワビ等の種苗放

流を行い、磯根資源の増大を図る。

（①の現況写真） （②の現況写真）

②水産物の販売イベントの開催
陸揚げされた水産物を販売する朝市を開催し、水産物を広くＰＲすることで

消費拡大を促進し、地域の活性化を図る。

③都市部での水産物の販売
産地の紹介を兼ねて水産物の有利販売を都市部で行うなど、広く水産物をＰ

Ｒすることで、消費拡大を促進し地域の活性化を図る。

（③の現況写真） （④の現況写真）

④モズク加工施設、荷役施設の整備
モズク加工施設及び荷役施設を整備することにより、生産体制の強化と就労

環境の改善により、漁村の活性化を図る。


